




要約:学童期以降の障害児のさまざまな医療的需要とともに日常生活の中での医療的ケア

をの需要の増大も指摘されるようになりつつある。医療機関以外で医原的ケアの実施する

にあったて必要とされるバックアップ体制を検討する目的で、筆者らが中心となって行っ

た医療的ケアに関するこれまでの研究成果を分析検討した。保養者側からは成長に伴う医

療需要の増加が、学校現場からは医療的ケアの実施上の制度的、技術的問題、医療搬関側

からは障害児医療整備などが問題とされていた。それらの問題にもかかわらず、各機関で

さまざまな取り組みがなされていることが明らかとなった。また、医療的ケアを推進する

上での課題を考察した。 


